
    おおね荘介護予防ミニデイ 2012 年度  音楽療法プログラム（秋を楽しむ） 

 

 実施日：９月１９日水曜日 １３時００分～１４時００分（終了後の観察を含む）    文責：浅田桂子 

 

長期目標：自分らしく日々を楽しみ、今を大切に過せるよう支援する。                  

    ：活動の中で今を生きる自分を確かめながら、今まで生きてきた人生を肯定し、更に毎日を誇り高く生

きるようとする気持ちを支援する。 

：人との関わりを楽しみ，うれしいと感じる時間の提供。【他者の回想を聞く。自ら話す】 

：季節の移ろいを、歌や会話で感じる。 

留意点                                    

＊ 音読や歌うことで口腔ケアを意識する。【言葉と呼吸を意識した継続の活動として】 

＊ ９月、まだ暑い日もあるが、涼しさは寂しさも伴う。みんなで集うことで楽しく過ごす。 

 

 項目   目的     使用曲     留意点（重点） 

導入     活動の始まりを意識   こんにちはの歌     会話・対象者の観察 

させ、気分を解す                ブレス・ 

        

♪日が短くなり夕空は茜いろ～     故郷の空★１   なじみの歌でリラックス・リズミカルに 

「そら～」フェルマータブレス 

 

展開１ 

身体活動  リズムで楽しく・運動     故郷の空★２  音読・腕の可動域のチャレンジ     

                             棒体操  

展開２                         

レク的活動  ストレッチ（微細運動）夕焼けこやけ★３ 音読・歌唱・カスタ（指と平）又は 

           （１：１，２：２，３：３，４：４）棒打ちのバリエーション）                 

展開３                          

言葉による表現・回想      どんぐりころころ★４ 話題（３番４番の歌詞）・会話を紡ぐ・歌唱 

      

展開４                                          

合唱奏   一体感を味わう     赤とんぼ★５ 楽器の選択・響きの共感 

終わり 

    

音楽療法ノート（黒字はＭＴの働きかけ・意図。音楽療法だからこそ、音楽が心身に染み渡ります 

ピンク文字は活動の様子） 

★ こんにちはの歌 

｛は｝の音を伸ばす（息を吐ききる）、或いは｛は｝の音を軽く切るように歌う。 

（軽く腹筋を使って）呼吸も意識していただく。 

皆さん活動の意図がよくわかっていて、意欲的に息を吐ききる努力を楽しみながら行えた。 

両手を胸の前で広げながら、音をのばすことを試みるが、少し恥ずかしい様子も見受けられたが 

女性は他者を気遣いトライ・男性は笑顔があるものの声でがんばられた。 

「はっ」と、腹筋を意識して歌うことも気持ちよくトライされる。ただ歌を楽しむだけでなく 



健康を意識できていた。  

★ １・２故郷の空 

歌詞を声を出して読み風景や心情をくみとり、懐かしさを個々で又お仲間と共有します。お馴染

みの棒を使った活動。 

故郷の空を音読する。皆さんの興味や取り組みは様々であるが、集中している様子が見受けられ

る。「兄弟」にハラカラと仮名が振ってあったため、「なんてよむんだ？」という声も聴くことが

できた。すかさず同胞ね、と応えてくださる方がいらした。正しく読める、意味がわかる、疑問

を感じる、集う仲間の様子を感じ取る等様々な気持ちの揺れや、あるがままの今を楽しむひとと

きはちょっとした連帯感も感じられ楽しげである。継続的な集いによってお馴染みさん？友達が

増え孤独の軽減にも繋がる。４つの棒を使った身体活動は個人のレベルで勢いを付けるしっかり

曲げる伸ばすなど付加価値を付けてなさっている姿も見受けられた。全員良く取り組む活動であ

る。 

３ 夕焼け小やけ～ 

半身のストレッチをします。棒を使った運動、腕の曲げ伸ばし、ひねり・左右・上下など無理を

なさらず、ご自身の体に向き合う。 

お仲間と動きを揃ってすることで、一体感や連帯感を。集ってこそ孤独の軽減にも。指体操。 

短期記憶にチャレンジ。歌って・見て・動かして・数の記憶をしながら、戸惑いも含めて楽しく

合奏します。皆さんと気持ちがそろう瞬間があったでしょうか？ 

なじみの歌であるが、ゆっくり詩を味わい読んだ。「夕焼けの風景、子供の頃と感じ方が違います

か？」と問えば「違う」とお返事いただいた。日が暮れる時刻の早さ、大きな月は中秋の名月？

等子供の頃とは違った秋の訪れを感じ取り又日没に寂しさも感じられるようである。簡単な指折

りの微細運動を真剣になさる、きちんとできることに満足感を感じる、みんなと同じができる？

ささやかな活動でも日々の励みとなるように、健康の秘訣もコメントで述べた。 

棒のリズム活動に、打つ数の変化を記憶して歌う、わずかな音色の違いを感じ取るなど、日常生

活では、一度にいくつもの活動を楽しむ機会は少ない。みんなと楽しみながらできる、しかも完

璧！という結果は、気持ちをみたし笑顔となって、もう一度やってもいい！というの喜びの表情

をもたらした。テンポアップの負荷を付けてチャレンジ！やはり花まるであった。 

 

★ ４ どんぐりころころ 

宮城県松島町の大地主「青木家」の血筋。 作曲は 

木の実の代表？どんぐり・３番４番の歌詞を創作落語より紹介。 

どんぐりころころ泣いてたら 

仲よしこりすが とんできて 

落ち葉にくるんでおんぶして 

急いでお山に連れてった   

岩河三郎作詞１９８６年三部合唱曲として編曲のさい付け加えた 

２００４年ＮＨＫの取材で母親的な愛情を表現したかったと述べる。８０歳を過ぎたが音楽を通

じて皆さんに喜んでいただけて嬉しい・元気を出して欲しい～と昨年１０月６日の朝刊の特集で

語る。 

どんぐりころころ 帰ったら 

仲間がみんな拾われて 

お話相手がいなくなり 

どじょうに合いに 転がった 



・ ・・・・・・どじょうが出てきて「いらっしゃい～い」 

・ ＊続きがあるって嬉しい。 

３番４番の歌詞を知り、詩のできた経緯がわかると単なる童謡も、愛着や興味を持って受け入れ

られ、知的活動の領域となりと楽しみ方が変わってくる。震災との関連や、世界に紹介された作

者の心意気も「学びの途中」として受け入れられ知る楽しみは枯れることがないと実感する。替

え歌は高齢期の人たちには難しさもあるというが、活動の終盤に取り入れたことで良く声も出て

いらした。 

★５ 赤とんぼ 

歌詞の美しさを味わい風景心情をイメージして歌う。更に積極的に口腔ケアに役立てましょう 

合奏 

 

合奏で美しさを競いますです。又楽器を選び、役割を少しだけ意識し、遠慮なく戸惑って、血流を

良くします。 

今回もまたスマイルチャレンジ！笑うこと、楽しい一瞬が免疫力を高めます。 

 楽器をふんだんに使わないで活動したが、トーンチャイムの確認の音だし時、どなたかが「音色が

みんな違うんだ？」と一言、一斉に揃わないでも時には素敵！と音楽療法士が一言付け加えた。 

 楽器を上手く分配でき、楽器の独り占めもなく譲り合え、また積極性も失わず最後の活動ができた。 

いつもながら、即興で合奏ができたのしいひとときでした。 

  

音楽療法は継続することで、より高い効果が期待できます。初めての参加でも、気

後れすることなく、また継続で参加されている方にも、音楽はより深く働きかけま

す。お誘い合わせご参加ください。 

                                 By asada 

 

 


